
詩におけるトーンの機能管見

斉藤昭二



詩におけるトーンの機能管見

斉藤昭二

Thefirstvoiceisthevoiceofthepoettalking
tohimself-ortonobody.
-T.S.Eliot,"27ｿ""1/bicgsQ/亨励g"y

I

CleanthBrooksandRobertPennWarren, [加咋窓”"〃"g勘g加ﾉ第4
版(1976)')にはディラン・ トマス(DylanThomas, 1914-53)の詩が3篇
("DoNotGoGentleintoThatGoodNight", "TheForceThatThrough
theGreenFuse'', !$ARefusaltoMourntheDeath,byFire,ofaChildin
London'')収録されており, "ARefusaltoMourntheDeath,byFire,of
aChildinLondon" (以下"RefuSal toMourn" という）は詩における

トーン(tone)の問題を扱った第3章の｢死と哀悼(DeathandMourning)」
のテーマを考察する第1節に演習題として収められている。
詩において果たすトーンの機能とは，両者によれば，

The fo"gofapoemindicates thespeaker'sattitudetowardhis
subjectandtowardhisaudience, andsometimestowardhimself､2）

のごとく， 「語り手の態度」を示すもので， 日常の会話においても我々は，
語られる内容に加え，話し手が話す内容に対してどのような態度をとるか，
即ちどのような声の調子や表情でそれを語るかということから，話し手の
真意を推し測っているのである。例えば， 人にものを依頼する場合，相手
が:Yes.' という返事をしても，それはその言い方により肯定から否定を含
むかなりの数の意味をもつものである。詩人の場合，詩作品の中で声や表
情を用いることはできないから，文字通りに表現された表面的な意味の裏
に隠された真意を伝えるために，詩人は様々な工夫を無意識のうちにも凝
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らす。そして，逆に言えば，詩を読む場合，我々は通常期待される表現と
は違った言葉づかい・語順・韻律等一会話における声の調子や表情にあた
るもの－を手掛かりとして，表面的な意味の裏に隠された作者の真意を推
し測るのであり， これが詩におけるトーンの問題の生まれる所以である。
既に述べたように， トマスの"Refusal toMourn"は「死と哀悼」の
テーマを扱う節に演習題として取り上げられているが，詩におけるトーン
の問題という観点からすると， この詩には「死と哀悼」 というテーマを扱
うには不適当と思われるトーンが用いられており，編者ブルックスらも

Whydoesthespeakerrefusetomournthedeathofthechild？
Howdoesthefactofrefusalsetthetoneofthispoem?3)

という設問をこの詩に付している。
この小論では，詩におけるトーンという観点からこの詩を考察し， その

過程でトーンの機能に関して若干の補足を加え，併せてそこに窺われる
ディラン・ トマスという詩人の特徴を考えてみたい。

II

「死と哀悼｣というテーマを扱うのに不適当と思われるトーンを生む表現
がこの詩には二個所ある。一つは表題に見られる 《Refusal' という言葉で
あり， もう一つはこの詩の冒頭に用いられた$Never． ． . ) という強意の否
定辞である｡{Refusal' という言葉は焼死した一少女の死を悼むことをあく
まで「拒否する」 という作者の強い意志を表現する言葉であり，彼はその
気持ちを本文の中でも冒頭において， しかも $Never...' という Gnot' よ
りはるかに強意の副詞で繰り返し主張する。何故彼はこれほど強い， そし
て読者にとっては大変挑発的な表現を，即ちこれほど強いトーンをこの詩
で用いねばならなかったのか。
「死と哀悼」というテーマを扱うのであるならば， これほど強い拒否の表

現を補って余りある十分説得的な拒否の理由力ざ本文の中で語られねばなら
ない。そしてこの焼死した少女はトマスに身近な人物の死ではない一社会
的事件であり，彼女の死が第二次大戦中におけるドイツ軍のロンドン大空
襲による人災である以上， この少女の死を悼む気持ちを表現するのである
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ならば， 当然この少女の死をもたらした時代の不条理性一何故ならイギリ
ス軍とドイツ軍の戦いはこの少女の生とは無関係に引き起こされたものな
のだから－に対する洞察が含まれねばならないだろう。
それではこの少女の死を‘|卓むことを拒否する理由をトマスはどのように

述べているのだろうか。各6行4連の枠組みを取り払えば， この詩は四つ
の文（①〃. 1-13,②〃. 14-18,③〃. 19-23,④ノ.24)から構成されてい
る。各文の意味を整理してみると，

①Neveruntil themankindmaking
BirdbeastandHower

Fatheringandallhumblingdarkness
TellswithsilencethelaSt lightbreaking
Andthestillhour

iscomeoftheseatumblinginharness

Andlmustenteragaintheround
Zionofthewaterbead

Andthesynagogueoftheearofcorn
Shall l letpraytheshadowofasound
Orsowmysaltseed
IntheleaStvalleyofsackclothtomourn

Themajestyandburningofthechild'sdeath.
(". 1-13)

この文は三つの条件からなる副詞節と一つの主節から成っている。第一の
条件は「人類を創造し，烏や獣や花の父となり， あらゆるものを謙虚なら
しめる暗闇力ざ最後の光が明けつつあるとひそやかに告げるまでは｣。第4
行で「最後の光(thelastlight)」と言っている以上， この光は永続的なわけ
で， これは永遠(everlasting)の世界を意味するだろう。従ってこの条件
は「(この世の死を契機として)現実の生命が永遠の生命界へ移行するまで
は」 ということを創世記のイメージを用いてうたっている。
第二の条件は「静かな時間が日常のことに関わり波立つ海から生まれる
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までは｣。第6行目のlinharness'は{intheroutineofdailywOrk' (C.
O.D.）の意味があるから，この海は日常の煩雑さに関わり騒然とした現実
世界の比嚥であり， そこから静かな時間が生まれるまではと言っているの
だから， これも第一の条件と同じく 「現実世界の終わり，永遠の生命界の
到来」を意味している。
第三の条件は「僕が，水玉の丸いシオンの山や麦の穂のユダヤ教会堂に

再び入って行かねばならなくなるまでは｣。シオン山はキリスト教会堂の
意4)であり， それとユダヤ教会堂ｶｺ水滴や麦の穂といった自然のささやか
な事物と一体化されているから， これはどんなにささやかな自然にもやど
る， 自然に内包された宗教的世界の意で， そこに作者が再び（というのは
作者はかってそこから生まれたのだから）入って行かねばならないときと
は，作者力ぎ死んで再び自然界に戻っていくということで， これもやはり第
一・第二の条件の言い換えであるととれる。
主節は「僕は音の影に祈らせたり，僕の塩の種を荒布の小さな谷間に蒔

いたりして， その子の死の荘厳さや焼死を悼むことはしない｡」第10行目
の「音の影(theShadowofasound)」は影のような（→実体のない，意味
のない）弔いの言葉あるいは第18行目の6elegyof innocenceand
yOuth'から，子供の死を悼む挽歌。第12行目の「荒布(sackclOth)」は旧
約エステル記のモルデカイの逸話を踏まえた表現5)で哀悼の意を暗示する
もの。従って「・ ・ ・僕の塩の種を荒布の小さな谷間に蒔いたりして・ ・ ・」
は哀悼の気持ちから涙を流すということをやはり聖書のイメージを用いて
うたっている。
結局，第一の文で言っていることは，死んで（永遠の生命の約束される）
自然と一体になるまでは，逆を言えば，生きているかぎりは， この子の焼
死を悼むことはしないという作者の宣言を表題通り繰り返しているのであ
る。

②Ishallnotmurder
Themankindofhergoingwithagravetruth
Norblasphemedownthestationsofthebreath
Withanyfurther
Elegyofherinnocenceandyouth.

(〃~ 1418）
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第二の文は「僕は(死に関する)重大な真理を持って進む彼女の属する人類
を殺すことはしないし，無邪気さと若さの挽歌をこれ以上作って，息のた
どる道筋を冒濱しない｡」第15行目の:agravetruth'はlgrave'が「重
大な」 「墓｣という二つの意味を持っているから，死に関する重大な真理と
いうことで， これは第三・第匹|の文で述べられる生死に関するトマスの思
想を指す。第16行目の$thestationsofthebreath'はItheStationsof
theCross' という表現をもじったもので6), {theStationsoftheCross'が
キリスト受難中の諸事件を形象化した教会画であるから $thestationsof
thebreath'は生命の息吹を持った人間のたどる運命の数々を意味する。
結局， 第二の文の意味は，人類は（トマスの抱いている）生死に関する
重大な真理をもって運命の数々を歩んでいくのだから，焼死した子供の死
を型通りに涙を流したり，挽歌を作ってその死を悼んだりすることは，か
えって重大な真理を冒涜することになるのだと，焼死を悼むことを拒否す
る理由を間接的に述べているわけである。

③DeepwiththefirstdeadliesLondon'sdaughter,
Robedinthelongfriends,
Thegrainsbeyondage, thedarkveinsofhermother
Secretbytheunmourningwater
OftheridingThames. (". 19-23)

第三の文は「最初の死者と共にロンドンの娘は深く横たわる，長い間の友
人や時を超越した穀物や母親の血管に包まれて，波打つテムズの悼むこと
をしない水の傍らでひそやかに｡」第19行目のlwiththefirstdead'は聖
書アダムとイヴのイメージで， 人類の始祖以来すべての人間がここで述べ
られる運命をたどることを暗示する。焼死したロンドンの娘のように死ん
だ者は土中深く埋められる力ざ， そこには時を超越した穀物という糧があり，
あらゆる栄養素を運ぶ母なる大地の血管力ず走り， そして傍らには水源があ
るのだから， この死者は単に無に帰してしまうのではなく，必ず植物のよ
うに再生するという印象を与える。これはldAndDeathShallHaveNo
Dominion(1936)の最終4行：
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Thoughtheybemadanddeadasnails,

Headsofthecharactershammerthroughdaisies;

Breakinthesuntill thesunbreaksdown,

Anddeathshallhavenodominion.

（〃､24-27）

で語られる死生観と同内容の思想である

④Afterthefirstdeath, thereisnoother
（/,24）

第三の文で述べられる理由から，即ち人はこの世の死を契機として自然に
内包される永遠の生命界へ参入するのだから， 「最初の死の後には， もはや
死はない｡」 という第四の文の結論に至るのである。
結局， この少女の不条理な死を悼むことを拒否すると言いながら， トマ
スはその拒否の理由を時代に対する洞察の中に求めるのではなく，死と生
に関する自らの思想を提示するにとどまる。従ってこの詩は第二次大戦中
ドイツ軍によるロンドン大空襲で死亡した一少女の死を悼む「死と哀悼」
の詩であるとは言い難い。
では<Refusal', $Never...shalll' という強い表現による大変挑発的な
トーンは何のために用いられているのか。

111

この問題を解決する上で有益な示唆の一つは， さきのブルックスらによ
る詩におけるトーンの機能についての解説一｢詩のトーンは,主題や聴衆に
対する， そして時には自らに対する語り手の態度を表す｡」－である。
GRefusal',:Never...shalll' という強い挑発的な表現から生まれるこの

詩のトーンは確かに作者の必要以上の「力み」を伝えている。 しかし， そ
の「力み」は何に対する「力み」なのか。
この点で有益なもう一つの示唆は，同時代の詩人T.Sエリオット

(ThomasStearnsEliot, 1888-1965)の講演刀zgTｿ'7'wI/bicgsQ/""7fy
(1953）の一節である。 自らの詩作の経験に基づき，エリオットは詩人が作
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品の中で用いる声を三つに分類している：

49

The6rstvoiceisthevoiceofthepoettalkingtohimself-orto
nobody.Thesecondisthevoiceofthepoetaddressingtheaudience,
whetherlargeorsmall.Thethirdisthevoiceofthepoetwhenhe
attemptstocreatadramaticcharacterspeakinginverse;whenheis
saying,notwhathewouldsayinhisownperson,butonlywhathecan
saywithinthelimitsofoneimaginarycharacteraddressinganother
imaginarycharacter.7)

詩のトーンは対象に対する「詩人の態度」を示すのみならず，語りかける
対象そのものをも明らかにする一助となる。詩人は時に「第一の声」－自
らに語りかける声一を用いるのである。 さきの詩において，ディラン・ ト
マスは，田中清太郎氏が指摘するように8)， 自らに対して力んで語りかけて
いるととるのが自然であろう。
トマスは詩人として出発した10代の若さにおいて既に死を問題にし,死

を恐れ続けた。 1933年9月に発表した詩において，彼は次のように死を考
えている：

Thinkingofdeath, Isitandwatchthepark
Wherechildrenplayinall theirinnocence,
Andmatronsonthelittertedgrass
Absorbthedailysun.

("ThatSanityBeKept",".9-10)

18才の若さで既に死を問題にし，死を恐れている。それは"FernHill"
(1945）等の詩にうたわれた彼の幼年時代が余りにもすばらしいもので
あったのであり，何であれそうしたすばらしい生を無慈悲に奪い去るもの
は彼にとっては承服できない悪に他ならなかったのであり， そうした悪を
かれに鋭敏に感じさせる要素が彼の生いたちには多過ぎたということかも
しれない－病弱な体，二つの大戦の戦間期に鋭敏な青春期を送ったという
こと等々。そうした人間が， たとえ"AndDeathShallHaveNoDomin-
ion"等の詩においてうたった，人は死を契機として姿を変え， 自然のより
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大きな生命界に参入するという思想を発展させたとしても，やはり一少女
の死を身近に見聞すれば，今一度自らに死は恐れるに足るものではないと
力んで語りかける気持ちになっても不思議ではないだろう。
トマス同様若い頃より死を問題としたジョン・ダン(JohnDonne,1572-

1621) も，後にはセント ・ポール大聖堂のDeanという栄職を極めながら
も， その過程においては時折り次のような詩を書き，死に挑戦している：

Death,benotproud, thoughsomehavecalledthee
Mightyanddreadful, forthouartnotso:

(WieHりんSo""ets,VI,"1-2)

1V

"Refusal toMourn"という詩を生む契機となった少女の死はドイツ軍
によるロンドン大空襲という第二時大戦中の一事件ｶｺ引き起こしたあくま
で時代色の濃い問題であり，ディラン・ トマスの内面世界とは別個の問題
である。そうした時代に固有な問題は， オーデン(W.H.Auden, 1907-
73)， スペンダー(S･Spender,1909 ), オーウェル(G.Orwell,1903-50)
等の作家ならば， そうした性格のものとして受け入れたであろう。ある意
味では， こうした問題に対しては，ペンを捨てスペイン内戦（1936-39）に
参戦した彼らの行動のほうがはるかに有効であったかもしれない。 しかし，
トマスはそうした現実の外界世界も常に自分自身の内面世界との関わり合
いで受けとめている。 これはなにもトマスが彼らに較べてマイナーな詩人
あると言っているのではなく， あくまでそうした試作上の特徴をもった詩
人であったということである。逆にある時代に固有な問題意識が薄れゆく
未来においては， いつの時代の青春にも共通する普遍的な問題を扱ったト
マスのほうがより多くの読者に訴えていくと言えるかもしれない。

NOTES

1) CleanthBrooksandRobertPennWarren,U"(jg湾施γ極加gHE"(Holt,
RinehartandWinston, 1976)

2) "",pll2.
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必〃.,p. 178.
田中清太郎.羽矢謙一共訳「デイラン・ トマス全集」 （国文社, 1975)第I巻
の注(p.365)による。
M.C.コルカット他編注「現代英詩選」 （北星堂, 1970)の注(p.85)による。
必".,p.86.
KazumiYanoed.,"g加ﾉα"dD"柳αα"‘α舵γ陸SqyS妙ZS.E"0/ (松
柏社, 1979),p.42.
田中清太郎， 「デイラン・ トマス研究」 （国文社, 1968), p,35.
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